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 火
 

 

事例 「 の に 火された火災」 

 

出火時分  ５月 時ごろ 

用 途 等  地内 

被害状況  ー １ 、 ー１ 、自 １ 焼損 

概  要 

 この火災は、住宅の 地内から出火したものです。 

出火原因は、 者かが 地内に 入し、 らかの火 を 用して 地内に してあった

ー の ーに 火したものです。 

出火当時、付 を 用 で 行していた 員が住宅 地内の ー から火が出ている

のを発見しました。119 番通報をしながら、住宅の ー を らして 住者に火災を

知らせました。 

住宅内で った 住者は、 ー の により目を まし、火災を確認 、住

宅 地内に設置された 栓から ースを ばし、 をかけましたが消えず、 の 、

け付けた の共同住宅の 住者が、共同住宅の 消火器を 用し消火しました。 

教 訓 等 

 火火災は、 間の人通りが ない時間 に発生しやすい にあります。 

 に、人目につきにくい に 置された 物等は、 火されやすいので が必要です。

火災を 防するには、建物の 地内 外 部には 物等を置かない、 間にごみ置 ご

みを てないなどが 要です。 

 また、防 が設置されていることを 知したり、地 の ー を め、

防火防災 の を きかけることも、 火火災の 防につながります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真 1-1 した  

 

写真 1-2 した  

34　第２章　火災事例



たばこ 251 

２ た こ
２

事例 「た この 理が なため出火した火災」

出火時分 月 11 時ごろ

用 途 等 用 防火造 2/0 延 100 ㎡

被害状況 建物部分焼１棟 ㎡、 ㎡焼損

概 要

この火災は、 用 １階から出火したものです。

出火原因は、 員が 内でたばこを った際に、完全に消火されていない い を

ー のごみ に てたため、 った火 がごみ 内のごみに 火し、出火したものです。

の 員は建物から煙が出ているのを発見し、 くにいた 員に火災を知らせまし

た。 員の くにいた は、煙を確認して火災 と い、自 の 電話で 119 番通報しま

した。

なお、初期消火は実施されていません。

教 訓 等

たばこの い を てる際は、 ー や の 器に てるのはやめましょう。

ー 、 ー ーや くずなど、ごみ 内の 物に 火する がありま

す。

たばこを てる際は、 などで確実にたばこの火を消し、 や ス の 器に てる

等の 置・ 等が 要です。

写真 2-1 出火 の状況 写真 2-2 の の状況
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事例２ 「た この火 が したことに り出火した火災」 

 

出火時分  ５月 時ごろ 

用 途 等  住宅 防火造 2/0 延 90 ㎡ 

被害状況  建物全焼 棟、建物ぼや 棟 計 棟 100 ㎡等焼損 者１人 

概  要 

 この火災は、住宅１階の から出火したものです。 

 出火原因は、火 者が 付 で 煙 、たばこの火 が に 下し 焼を し

たのちに、 内の 物に 火し出火したものです。 

 出火建物 の 住者は に スが れる で目が めて、火 建物を見てみると

１階の から が出ているのを発見したため、119 番通報しています。初期消火は実施されて

いません。 

 消防 により火 者は出火した から されましたが、 が確認されました。 

また、住宅用火災 報器の設置はありませんでした。 

教  訓 

この火災のように、火 が 下したことに 付かずに したり、外出すると、 の に火

災となることが えられます。たばこの火 は 物等に しても、すぐには火災とはなら

ず長時間 焼を する 合があります。 の際に発生する煙や一 により、 体

の自 が われ避難や初期消火ができなくなる れがあります。たばこは の くや めら

れた で うなどして、火 の 下には 分に することが必要です。 

 

 

 

 

写真 2-4 た この火 が した 

 

写真 2-3 出火した  
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 火   
 

 

事例 「 火 して出火した火災」 

 

出火時分  月 17 時ごろ 

出火    

被害状況  ㎡焼損 

概  要 

 この火災は、 で出火したものです。 

 出火原因は、 で んでいた 生が で 入した ーを 用して、 に火を

つけて んでいたため、出火したものです。 

 に え ったことに がついた 生は くで んでいた 人とともに、自宅から持っ

てきていた で の を んで消火を みましたが消火できず、 を いていた大

生に火災を知らせています。 

 火災の知らせを けた大 生は、 が えているのを確認したため、自 の 電話で

119 番通報しました。 

教 訓 等 

 この火災は、 が ーを 入し、火 をしたため火災になったものです。 

ーは、 の にも りやすく、 を くことから、 23 月 27 日 、消

生活用 安全法施行令の一部 正により、 の火 による を防ぐため、

ス ス （ ）を備えない ーや が を くようなおもち の

ー（ ー）は できなくなりました。 

の火 による火災を防ぐためには、 ーや は の の かないところに

保管し、日 から火災の ろしさや、火の いについて することが大 です。 

 

写真 3-1 の 状況 

第
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写真 4-2 の状況写真 4-1 の の状況

事例 「 のス が って ったため出火した火災」

出火時分 10 月 11 時ごろ

用 途 等

被害状況 ぼや ごみくず若干焼損

概 要

この火災は、共同住宅の 地内で不 ごみを の から出火したものです。

出火原因は、 のごみに っていた電 ーのス が って入ったため、

のごみに 火し出火したものです。

作業員が、不 ごみを 作業 に の 部より 30cm の が がっているのを

発見したため、自 の 電話から 119 番通報しました。

火災を発見した作業員は、同 の作業員と し、 の消火器とごみ にある

ースを延ばして をかけ初期消火を行いました。

教 訓 等

この火災は、 スが っている状 の ーを不 ごみとして 分されたため、発生した

ものです。 ーのス が って入ったことにより点火、ごみに 火し出火しました。

ーを 分する際は、火 のない 通しの い 外で にある スを全て い

り、 自 体が 定した 法で適 に 分しましょう。

38　第２章　火災事例
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写真 4-4 の状況 

 

写真 4-3 ス の状況 

事例２ 「 の火が し出火した火災」 

 

出火時分  月 17 時ごろ 

用 途 等  住宅 防火造 2/0 延 50 ㎡ 

被害状況  建物ぼや１棟 内 若干、 ー ス等焼損 

概  要 

 この火災は、住宅の１階 内から出火したものです。 

出火原因は、 住者が 用していた 用 ス ーの ーの戻りが く、

火が消えてない状 で ー スに したため、 物に 火し出火したものです。 

住者は、 ーでたばこに火をつけ で になり 煙していたところ、 ー

スから ー という が こえたため確認すると、 ー スの から 10cm の が

がっているのを発見しました。 

火災を発見した 住者は、 の と にある プに を入れて初期消火

を行いました。 

の 、消火に した 住者は、 くの 番に け付けて、火災があったことを知らせ、

と自宅に戻り、自宅の固定電話から 119 番通報しました。  

教 訓 等 

 この火災は、 ーの火が完全に消えていない状況で ー ス内に ーを

したため、 に置かれていた 物に し発生しています。 

用 の ーは完全に火が消えているか、また熱を持っていないかをよく確認してから

しましょう。また、 ー けではなく、 を発する や などを 用す

る 合も の によっては火災につながる が いため が必要です。 
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写真 5-1 の状況 

 

     
 

事例 「火の いた 用 の が し、出火した火災」 

出火時分 12 月 時ごろ

用 途 等 共同住宅 耐火造 14/0 延 8,000 ㎡

防火管理 該当選任あり 消防計画あり

被害状況 建物部分焼１棟 10 ㎡、内 ㎡等焼損

概  要 

この火災は、共同住宅 階の から出火したものです。

出火原因は、 住者が ー の に置かれている に 用 を て火をつけた

まま外出したため、 らかの要因で が し、 の火が くにあった造 等の

物に 火し、出火したものです。

の管理人が自動火災報知設備の 動 を いたため、 を確認すると、 階

を していました。 階 かうと、 下と ー ー ー を仕 る防火 が作動

し、 下部分から煙が っているのを発見したため、 部 の を して避難を かけ

た 、管理人 の固定電話から 119 番通報しました。

初期消火は行われていません。

教 訓 等 

この火災は、 住者が の火を消すのを れて外出している間に発生しました。

を 用する際は、 の を離れる時は火を消してから離れましょう。

また、 の 焼 の の は 1,400 に します。 に 物があれ

ば 焼させるには 分な になるため、 の くには 物を置かず、 内の り

物は 離を って えるようにしましょう。

 
 

写真 5-2 の 分の状況 

40　第２章　火災事例
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設備 器

事例 「 分に された の から出火した火災」

出火時分 月 11 時ごろ

用 途 等 複合用途（飲食店・ 等） 耐火造（100 ） 延 30,000 ㎡

防火管理 該当選任あり 消防計画あり

被害状況 建物ぼや１棟 付 、 ー プ焼損

概 要

この火災は、複合用途建物の 階 理 から出火したものです。

出火原因は、 付 に された ー プの 込みプ （ 動部分）と

付 の 部分が過熱し、出火したものです。

店長と従業員は営業 の 理 から が焦げたような臭いを感じ を確認すると、 付

と ー プ（ ）の 込みプ 部分から白煙が出ているのを発見し

たため、 込みプ を いて消火しています。

店長は の営業時間 、防災 ーに し け付けた 備員が えた を確認したため

付 に がる ー ーを しています。 備員は建物管理 、119

番通報しています。

教 訓 等

ー プを 用するときは、 込みプ の し や 動部分に い がかからない

ように 用しましょう。もし 用する までの ー の長さが りない時は、 ー の長い

ー プに するなど 理のない状況で 用しましょう。

写真 6-2 の
動 分 の 状況

写真 6-1 の 状況

第
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事例２ 「 ない から出火した火災」 

 

出火時分  月 時ごろ 

用 途 等  長 共同住宅 防火造 2/0 延 100 ㎡ 

防火管理  該当 

被害状況  建物ぼや１棟 ー ス １ 等焼損 

概  要 

この火災は、長 共同住宅の 階 から出火したものです。 

出火原因は、 ー ス に 正 でない を り付けて充電したため

内部が し出火したものです。 

１階に 住する住人が部 にいたところ、 に 内が煙臭くなってきたため外に出て確認

すると、 階の の から煙が出ているのを発見しました。 

火災を発見した１階の住人は、自分の 電話で119番通報しています。 

 

教 訓 等 

火災時、 ー ス に り付けられていた は ー ーが 造・ してい

る 正 ではありませんでした。 、 ー で ー ス や電動

具用などに り付けできる 正 でない が安く されています。 し

かし、 ー ス 用の 正 でない からの火災が発生しているため、

経 業 が令 月 日に ー ー で しています。  

充電 電 の は、 に されている 正

を 入し 用しましょう。  

 

 

写真 6-3 した ス の状況 

 

写真 6-4 した ない 

の状況 

42　第２章　火災事例
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写真 7-1 器 の状況 

 

 ガス設備 器 
 

 

事例  「ガス 器の が がれたため出火した火災」 

 

出火時分  11 月 10 時ごろ 

用 途 等  住宅 防火造 3/0 延 100 ㎡ 

被害状況  建物部分焼１棟 器１ 等焼損 

概  要 

この火災は、住宅の 階 に設置された 器から出火したものです。 

出火原因は、 器の に干していた と が であおられて を さい ため、

器内部の 焼 スが れて が から き出し出火したものです。 

火 建物付 の住人が で 食の 備をしていたところ、焦げ臭いにおいがしたため を

けて確認すると、火 建物の 階 の 器から が がっているのを発見していま

す。発見した住人は、 に火災を知らせ、 が 電話で 110 番通報しています。 

初期消火は、通行人から火災の知らせを けた火 者が で をかけて消火してい

ます。 

教 訓 等 

の火災は、 ス 器の と物干し の 離が かったため、干していた など

が にあおられて に被さったため発生しています。 が がってしまうと、 器

内部の 焼 スが くなり、不完全 焼して から が 出することがあります。 

また、一 的な 器の 付 の は 200 で、 熱で 物が して発火する

は いのですが、 ス設備 器を 用するときは設備に不具合が出ないように 物と

の 離をとることが大 です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真 7-2 器の 状況 

、 器  
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事例２ 「 用 の 動し出火した火災」

 

出火時分 月 13時ごろ

用 途 等 建物

被害状況 ー ー １ 等焼損 者５人

概  要 

この火災は、 の から出火したものです。

出火原因は、 ー ー を 用 に 動させようとしたため、固定器具が され

て 部分が 下し、 された ー が 損して れた スに の火が 火し

出火したものです。

を 動しようとした際に 部分が 下し、 という とともに が出たの

を 用客が発見しました。 の の 用客が119番通報し、 に 等で初期消火を行い

ました。

なお、この火災で従業員と 用客計５人が火 を っています。

教 訓 等 

この火災で焼損した ー ー の では、 用 の 動は と

されていました。この の は、 された スを 用しているため、

が 損してしまうと、火 や火 が くにあれば を き込んで 火する があります。 

火 設備 器の 用者は、 を安全に うために必ず をよく確認し、 わ

で火災にならないように することが大 です。 

 

写真 7-3 の 状況 

 

写真 7-4 の 状況 

44　第２章　火災事例
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 設備 器 

 

 

事例  「 用 の ス にス か たため出火した火災」 

 

出火時分  月 11 時ごろ 

用 途 等  共同住宅 耐火造 5/0 延 2,000 ㎡ 

防火管理  該当選任あり 消防計画あり 

被害状況  建物ぼや１棟 ス ー １ 焼損 

概  要   

この火災は、共同住宅の 階 から出火したものです。 

出火原因は、 用 の ス ー の 作 内部にスプ ー （ ）を

きかけたため、 ス ー の が の に 火して出火したものです。 

火 者は 用 の ス ー の 作 内の点火ス にスプ ー を きかけた

ところ、点火ス 付 から が がったので 作 を閉めましたが、 ス ー から煙

が 出してきたため、 に 出しじょうろの をかけて消火しています。 

通報は、 くにいた通行人が から煙が見えたため、自分の 電話で 119 番通報し

ています。 

教 訓 等 

ス ー の維持管理などは大 ですが、スプ ー には スを で

用しているため、点火したままスプ ーを 用すると スに 火してしまうので 常に で

す。 備や などをする際は、 ス ー などの 設備 器を消してから に

されている 法で実施するようにしましょう。 

 

 

                      

                 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真 8-1 ス の 状況 

 

写真 8-2 作 の 状況 
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事例２ 「 ス の 、 り れて 用したため出火した火災」

出火時分 12 月 21 時ごろ

用 途 等 住宅 防火造 2/0 延 100 ㎡

被害状況 建物ぼや１棟 ス ー １ 焼損

概 要

この火災は、住宅から出火したものです。

出火原因は、 ス ー を した時に 外 を設置するのを れて点火したため、 常

焼を こし内部が焼損し出火したものです。

ス ー の をしていた 住者は、内部の が わり に戻して 用できるか確認

のため点火をしたところ、すぐに 常 焼したのを発見しています。

常 焼に が付いた は、 ス ー を の外に 出し、 の間、 住者は自宅の

固定電話から119番通報をしています。

初期消火は、すぐに消防 が したので実施していません。

なお、 住者は点火するまで 外 を 付け れていたことに が付いていませんでした。

教 訓 等

この火災は、 ス ー を したときに部 （ 外 ）を り付け れていることに

が付かずに 用したため出火しています。 い れた器具でも部 を一つでも設置し れ

ると のような火災になることがあります。 した は れたものがないかよく確認す

ることが大 です。

写真 8-3 ス の状況
が れてい

写真 8-4 分の状況
がな が てい
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事例 「 理 ら鍋 したために出火した事例」

出火時分 10 月 21 時ごろ

用 途 等 複合用途（飲食店・共同住宅等） 耐火造 3/1 延 700 ㎡

防火管理 該当選任あり 消防計画あり

被害状況 建物ぼや１棟 ス ス １ 等焼損

概 要

この火災は、複合建物 階にある飲食店の 理 から出火したものです。

出火原因は、飲食店店長が らを げるために、 の入った ら鍋を大 スこんろで

火で 熱し、 理 に 火に戻すことを れ 客し、さらに に行ったことにより、時

間の経過とともに ら が過熱され出火したものです。

店客が 理 から火が出ているのを発見し、 から ってきた店長に 火がついてい

る と知らせました、店長が 理 を確認すると ら鍋の から 30 が がってい

るのを確認しました。

火災を発見した 店客は、自 の 電話で 119 番通報を実施しました。

火災を確認した店長は、大 スこんろの を閉鎖し、店舗入 の ー下にあっ

た を で らし、 ら鍋にか せ消火しました。

教 訓 等

この火災は、 理 に大 スこんろの火を消さずに、 の を離れてしまったことにより

ら が過熱され出火しています。火 を 用して の を離れる 合や長時間目を す

合は、必ず火を消すことを がけましょう。

また、消火 も の が下がらない り でも発火する れがありますので、鍋に を

して スの 栓を閉め、 が下がるのを ちましょう。

写真 9-1 店 の状況 写真 9-2 大型ガスこんろ の状況
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事例２ 「 、 れて 出したために出火した事例」 

 

出火時分  12 月 19 時ごろ 

用 途 等  住宅 防火造 2/0 延 200 ㎡ 

被害状況  建物ぼや１棟 ス １ 等焼損 

概  要 

この火災は、住宅１階の から出火したものです。 

出火原因は、 住者が 用 みの ら を 分するために、鍋に を 入れた 、

固 を 入し 火で 熱したまま外出したため、 ら が時間経過とともに過熱され出火

したものです。 

外出していた 住者が自宅付 で住宅用火災 報器の を き、 ス の火を消し れ

たことを い出し、急いで自宅に戻り を確認すると、 ス 付 で が ち がって

いるのを発見したため、 にあった で を みかけて消火しています。 

の 、 住者は ス 業者に電話した 、119 番通報しています。 

教 訓 等 

この火災は、 ら を 理するために 固 を 入してから 熱しており、 の 火を消

し れ出かけてしまい、 に 用していた ス ー に安全 置が設置されていなかったた

め、 の の を感知できず出火しました。 固 の 用 法は などを確認

し、正しく 用することが 要です。 

の に をかけると、 が急 に拡大して に が り、大 です。消火に

は消火器が で、離れた 置から を うようにして 用しましょう。た し、鍋に づ

き過 て 用すると、 の いで が り をする がありますので が必要で

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真 9-3 の状況          写真 9-4 ガス の状況 
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写真 10-2 用したガス  写真 10-1 した  

 

10  

２  

 

事例  「作 から出火した火災」 

 

出火時分  ５月 19 時  

用 途 等  作業  の他 造 1/0 延 50 ㎡ 

防火管理  該当 

被害状況  建物ぼや１棟 ー １ 、 １ 、LED 基焼損 

概  要   

この火災は、作業 から出火したものです。 

出火原因は、店長が作業 で ー の合 の を ス ー で り、

を させる作業をしていたところ、 の内 に が付 していたことに

付かず作業をしたため、 ス ー の火が に付 していた に し、出

火したものです。 

なお、 の内 に が付 していた原因は、 で 入した ー の

ため、 備 等の がなく分かりませんでした。 

物を けに た宅 業者は、作業 で ー が えているのを確認し、作業 の従業

員に まれ 電話で 119 番通報しました。 

店長は で鍋に を めて 、 の をかけました。従業員は ー 消火具

と 消火器を 用して初期消火を実施しました。 

教 訓 等 

 は 物 に該当するもので、 火点 になると火 、

火等で 火する 物です。 等の 物が 用されている 器等を り う

合には、 物の えいや付 等はしていないか等の確実な点検を行い 防 に努めること

が大 です。 
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写真 10-4 した  

 

写真 10-3 出火した  

 

事例２ 「 の に り出火した火災」 

 

出火時分  月 19 時  

用 途 等  地内の  

防火管理  該当 

被害状況  建物部分焼１棟 、外 ㎡等焼損 

概  要   

この火災は、 に する から出火したものです。 

出火原因は、 内の 物の 理を行っていた従業員が、 に する

内に置かれた ー が まれた に に入っていた の内 物（

（ 一 固体））を てたことから、 ー と

が して出火したものです。 

従業員は 内の 物の 理をしていると、 食して が分からない を

見つけました。 の には の内 物が っていたことから しようと い、

まで ました。 には ー が入っていましたが、 こに の内 物を

したところ が ち がりました。 

従業員は 内にいた の従業員に火災を知らせ、火災を知らされた従業員は

内の 消火器を 用して初期消火を実施しました。 

の内 物の一部には 物と すると発火の れがある 一 の 物が まれ

ていました。 

また、 の内 物を てた従業員は 物 者の を保 していませんでした。 

教 訓 等 

 物は、 や いを ると発火や 火などの れがあります。保 器に されて

いる い 法や を確認し、正しく管理しましょう。 
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事例 「 から れた ガスに 火し出火した火災」

出火時分 12 月 11 時ごろ

用 途 等 地 活動 ー 耐火造 2/0 延 100 ㎡

防火管理 該当

被害状況 建物ぼや１棟 スこんろ１ 、 １ 焼損

概 要

この火災は、地 活動 ー 階の から出火したものです。

出火原因は、 スこんろ内の安全 置（ 感知安全 置）の器具栓つまみの

部 から スの れが発生し、 体内に した スが点火時の火 で 火し出火し

たものです。

施設 員は、お を かすため スこんろの器具栓つまみを したところ、こんろの

火が点きませんでした。 ーを けて確認すると、 の がなかった

ため しい に り えて つまみを しましたが火は点きませんでした。同部 にい

た同 が確認すると、 の きの 置がずれていたため、 置を合わせて器具栓つまみ

を すと器具栓つまみと 器 ーの 間から を発見しました。

を消 うと器具栓つまみを にしましたが消えなかったため、施設 員と 用者が

と 消火器で消火しています。

通報は初期消火を実施したあと施設の固定電話で 119 番通報しています。

教 訓 等

この火災は、 スこんろの 感知安全 置に 用されている の器具栓つまみ

部 （
ー

）で スの れが発生し火災になっています。もし正しい 用

法をしているときに ス れなどの を感じたときにはすぐに うのをやめましょう。

また、 常については 造 ー ーや 店などのお客 ーに しましょう。

写真 11-1 した 型ガスこんろの状況 写真 11-2 に れた ガスの
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事例２ 「 理 に 用した ガス の から出火した火災」 

 

出火時分  月 20 時ごろ 

用 途 等  複合用途（飲食店・ 等） 耐火造 7/0 延 500 ㎡ 

防火管理  該当選任あり 消防計画あり 

被害状況  建物ぼや１棟 電 １ 、内 若干等焼損 

概 要

この火災は、複合用途建物 階の飲食店 理 から出火したものです。 

出火原因は、 ス ー ー と 部分から した スに

火し出火しています。 

理 の従業員は 理 の食材に焦げ目をつけるため、 ス ー ー を

に し点火をしたところ、 との 合部から が ち がったため、 に入

れて をかけても消火できませんでした。 の 、店長が らせた を被せて消火しています。 

通報は、付 建物の 員が自動火災報知設備の 動 を き、火 建物で火のような

ものを確認したため 119 番通報しています。 

教 訓 等 

この火災で 用されている ス ー ー は過 にも同 の火災が 発しているた

め、令 月 日に ス ー ー の不具合（ ス れ）による火災が 発していま

す で報 発 をしています。なお、不具合を こした には 下の 長があります。お

の に 常がないか 分 してく さい。 

 ー や 体に ー ー が されていないため、 造 が分からない。 

 ー 通 での 通が く、 な 者が 自の で しているが、

が付かない 者も い。 

 内 ー ー に て な 外 の で、 用する部 点 が ない。 

 入してから 期間のうちに ス れを こし火災になる ースがある。 

 

写真 11-3 理 の 状況 

 

写真 11-4 ガス と

の 状況 
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写真 12-3 の 状況写真 12-2 の 状況

写真 12-1 ス の状況

12 火災

ここ い 火災と 、 害が した火災 いい

事例 「 の ガスが の 火 火し した火災」

出火時分 月 17 時ごろ

用 途 等 共同住宅 耐火造 10/0 延 7,000 ㎡

防火管理 該当選任あり 消防計画あり

被害状況 建物ぼや１棟 、 等 損

概 要

この火災は、共同住宅の 階 から出火したものです。

出火原因は、 住者が で ー の部 を ー ー で した 、 を点

火したため、 内に していた スに 火し 発したものです。

住者は、 で ー ー を 用したあとに を点火すると、 発が発生したた

め、 に置いてあった の 電話で 119 番通報をしています。

初期消火は、焼損物 がなかったため行われていません。

なお、この火災で 者はいませんでした。

教 訓 等

この 発火災では、 にも 者は発生しませんでした。 ー ー の 分は、

としての ス や 火 体 などが まれています。 に されている 火

の くでの 用 や になる での保管 等の きを確認するとともに、

で などの 火や ス ー などの火 が 用されていないか の状況をよ

く確認し正しく うことが大 です。

用した
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写真 12-6 の 状況 

 

写真 12-5 の 状況 

 

写真 12-4 の 状況 

 

事例２ 「 いした ガスに 火し した火災」 
 

出火時分  月 20 時ごろ 

用 途 等  共同住宅 耐火造 3/0 延 200 ㎡ 

防火管理  該当 

被害状況  建物部分焼１棟 ぼや１棟 計 棟 

㎡、内 ㎡等焼損 者 人（うち 者１人） 

概  要 

この火災は、共同住宅の１階 から出火

したものです。 

出火原因は、共同住宅の地下にある

に き された ス管が 分で 食したため、

した スが建物の 間から 内に

入し、 ス れに が付かなかった 住者が

たばこを うため ーを 用したところ、

スに 火して 発したものです。 

通報は、 住人が を いている際に、

発 を き の うを見ると が き 、

部 内部から火が出ているのを発見したため、

119 番通報をしています。 

この火災で した 人のうち１人が 日

くなっています。 

教 訓 等 

この 発火災は、 ス管から えいした

スに づかずに ーを 用したため

に発生しています。 スは （プ

スは ）を 分とする ス

に臭いをつけてあります。また、 スは

より軽く 部（プ スは より

く下部）にたまりやすくなっています。 

 日常の 点として、いつもとは う臭い

がするなどの 常を感じた 合は、 を確

認し を けて を行い、 ス に点検

してもらいましょう。 
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事例 「 の 用の から出火した火災」

出火時分  月 12 時ごろ 

用 途 等  複合用途（飲食店・ 等） 耐火造 4/0 延 500 ㎡  

防火管理  該当選任なし 消防計画なし 

被害状況  建物ぼや１棟 ー １ 等焼損

概  要 

この火災は、 ー 用の から出火したものです。 

出火原因は、 の 造 の不具合により、 内部で し、出火したものです。 

従業員が 作業 に同 内の ー から と 煙が がったため、 内

のごみ に を み初期消火を実施しました。 

火災により自動火災報知設備が発報し、 備 に 常を知らせる が られたため、

備 から110番通報しています。 の 、 から消防 通報（ ）されています。 

教 訓 等

この火災で えた ー 用の は、 が 造した

１ ー ー に されており、 の 造 の不具合により出

火する れがあるとして 26 11月13日に が実施され、保 期間内外を わず で

・ をしています。 

・ ー 報は や ー ー などで 知しています。 用している電 な

どが ・ ー 該当 の 合は 用を し、 造 もしくは 店に して 等

を して下さい。

写真 13-1  写真 13-2 用の 

状況 
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14 火災に  

 

 

事例  「た この火 が し出火したことに り、 が した火災」 

 

出火時分  月 21 時ごろ 

用 途 等  共同住宅 耐火造 8/0 延 1,000 ㎡ 

防火管理  該当選任あり 消防計画あり 

被害状況  建物ぼや１棟 、 １ 焼損 者１人 

概  要 

この火災は、共同住宅 階の から出火したものです。 

出火原因は、 住者が っていたたばこの い が に 下し、 焼を し、

出火したものです。 

出火建物の付 に住 員が 宅したところ、出火建物から住宅用火災 報器の 動

ときなくさい臭 を感じたため、自 の 電話から 119 番通報しています。初期消火は行

われていません。 

住者は消防 により されましたが、 が確認されました。 

教 訓 等 

 この火災は、 住者が ったたばこの い が に 下したため、 が出ない

焼が し、出火したものです。 

 焼 にも一 は発生し、火災に 付いた時には一 により 体を

動かすことができず、 な火災であっても に ることがあります。 

い を てる際は、 に すなど確実に消火されたことを確認してから 分しましょう。 

  

 

写真 14-1 した の状況 

 

写真 14-2 の状況 
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写真 4-4 の状況 

 
 

写真 4-  室内の状況 

事例２ 「 用ロ し 出火し した火災」 

 

出火時分  ５月 17 時ごろ 

用 途 等   防火造 2/0 延 70 ㎡ 

被害状況  建物 焼１棟 0 ㎡焼損 者１人 

概  要 

この火災は、 １階の 室から出火したものです。 

出火原因は、 者が１階の 室で 上の 用ロ に火をつ て使用していた 、

ロ が し、 と していた のた すに 火し出火したものです。 

ル 場の 用者は、付近の から煙が出ているのを発見したため、 人に火災を知

らせました。知らせを受 た 人は、 ル 場の固定電話から 119 番通報しましたが が

らなかったため、近所の の固定電話から 119 番通報しています。初期消火は れていま

せ 。 

者は消防 により されましたが、 送 の で が確認されました。 

教 訓 等 

 この火災は、 上の火のついているロ が し、近くにあった 具などに 火し

出火したものです。 

 ロ の や による火災は、 内の い に を ることにより、周囲

に てある可 物に 火し出火していることから、 の近くに可 物や造 を たり、

い に ないよ にしまし 。 

 ロ を使用する は、火が消 るまでは の場を れ 、火を消してから れまし

。 
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15    

 

 

事例   「 ガス のこんろにか て出火した火災」 

 

出火時分   ろご時41 月  

用 途 等  住宅 防火造 2  延 ㎡ 

被害状況  建物ぼや１棟 電 １ 、 １ 焼損 

概  要 

 この火災は、一人 らしの 者の住宅１階 から出火したものです。 

 出火原因は、 住者がお を か うと ス のこんろに電 を置いて点火した

ため、電 に 火し出火したものです。 

 住者はお を か うと電 に を入れた 、 ス のこんろに置いて点火し、

の を離れました。時間が経ってもお の いた が こえないため に確認しに行くと、

電 が えているのを発見しました。 

火災を発見した 住者は、こんろの点火ス を にした 、 と れ を

えている電 にかけて消火し、自宅の固定電話から 119 番通報しています。 

教 訓 等 

この火災は、 者が電 の 用 法を間 えたことに が付かずに ス のこ

んろで 用したため、火災が発生しました。 

者が 理器具や 房器具などの 用 法 外の用途や え いで 用して出火した火災

は、 発生しています。 

に 者がいる や仕 で する は、日 から 者の行動を し、 用して

いる器具などの に されている 用 法を確認することが大 です。 者の火の

いに 分 を いましょう。 

  

 

写真 15-1 の状況 

 

写真 15-2 した の状況 
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事例２ 「た この に り出火し、 が した火災」

出火時分 12 月 時ごろ

用 途 等 共同住宅 耐火造 3 0 延 100 ㎡

防火管理 該当

被害状況 建物部分焼１棟 ㎡、外 ㎡焼損 者１人

概 要

この火災は共同住宅の１階 から出火したものです。

出火原因は 住者が 煙 、完全に消火されていないたばこの い をごみ に てたた

め、ごみくずに 火し出火したものです。

付 建物の 住者は、外から物 が こえたため確認すると、火 建物から煙が出ている

のを発見したため、自 の 電話から 119 番通報しました。初期消火は行われていません。

住者は消防 により されましたが、 の で が確認されました。

教 訓 等

この火災は、完全に消火がされていない火 の っているたばこの い を のままごみ

に てたことにより発生しています。たばこによる火災は、 物に してもすぐには

をあげず 焼を し、一 が発生します。 入した一 の によっ

ては、体の自 が かなくなり、 げ遅れてしまう があります。

煙 のある 者がいる では、日 から 煙 や い の 理等の 煙 を

確認しましょう。 い を 理する際は、 を張るまたは に すなど確実に消火してから、

や ス の に てるようにしましょう。

写真 15-4 した の状況写真 15-3 の状況
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16 事

事例 「 事 の から出火した火災」 

出火時分  １月 時ごろ 

用 途 等   耐火造 3/1 延 400 ㎡ 

被害状況  建物 焼１棟 地下１階から 階 部分 200 ㎡焼損 者 人 

概  要 

この火災は、 建物の地下１階で 作

業 に出火したものです。 

出火原因は、 作業員が ス

を 用し、 の 作業を行った際、

から した火 が のかさ げ用に

かれていた発 ス ー に 火し出火したもので

す。 

作業員が の を え 動しよう

としたところ、防 ー が かれていない発 ス

ー から が ち がっているのを発見しまし

た。発見した作業員は地下１階と１階に置かれた

消火器で消火を みましたが火の いが く消火

できなかったため、 火 であることを知らせ

ながら 外 避難しています。 

通報は、 階で作業していた 任者が火災の

知らせを き地下１階 かったところ火災を確認

したため、 に知らせるとともに自 も避難しな

がら 電話で 119 通報しています。 

教 訓 等 

では、 で 用する の 物や  

等の 物が しに置かれています。 作業 

員は、 に を 分認 した で作業を 

行うことが 要です。 ・ 等火  

が発生する作業を行う際は、 に不 ー 等で を 生し、付 に 熱材などの 物

がないことを確認、さらに消火器等の 備をするなど火災 防 を徹底しましょう。  

また、 の 備や作業を行う に作業員全員が の 置状況、 の作業内 、火 の

用状況 に 物の など認 して作業に り めるよう 報共 を徹底し出火防 に

つなげましょう。 

16-1 作 の作 状況

 

 

ス  

防  

 

ス  

写真 16-1 出火 の状況
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17 火 

 

 

事例  「ガス の が に 火し、 が した火災」 

 

出火時分  月 18 時ごろ  

用 途 等  作業 用住宅 耐火造 5/0 延 400 ㎡ 

防火管理  該当 

被害状況  建物ぼや１棟 、 焼損 者１人 

概  要 

 この火災は、作業 用住宅の 階住宅の から出火したものです。 

 出火原因は、火 者が で 理 に の作業をしようと ス ー に を けた際に、

ス ー の火が に 火し出火したものです。 

同 する が 宅したところ、 で火 者が火 をした状 で に っていたため、

自宅の固定電話から 119 番通報しました。 

 火 者は、 の し で から をか り、初期消火を行いました。 

教 訓 等 

令 の 火火災は 68 で、 のうち ス ー 等によるものは 43 でした。 

火による火災は 発生しており、 が えるため、 に関係なく す

る が くなっています。 理をする際は ーやス ー を外し、 が がっていた

り が ったりとした は避けるなどの を うことが必要です。また、防 の

（ プ や ー ー等）を 用すると、延焼拡大を防ぐことができます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真 17-1 の状況 

 

写真 17-2 した の状況 
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事例２ 「ガ が れてい ス の に が し、出火した火災」 

出火時分  12 月 16 時ごろ 

用 途 等  共同住宅 耐火造 7/0 延 2,000 ㎡ 

防火管理  該当選任あり 消防計画あり 

被害状況  建物ぼや１棟 焼損 者１人 

概  要 

 この火災は、共同住宅 階の 内で発生したものです。 

 出火原因は、 に置かれていた ー の外れた電 ス ー の ー 部

分に火 者の ス ー が したため、出火したものです。 

火 者は電話がかかってきたため、 で 間話して電話を ったとこ

ろ、 いているス ー が えているのを発見しました。 

 同 している にいた が、火 者の を いて け付けたところ、火 者の

から が ち がっていたため、 につれて行き ーの をかけて消火しています。

通報は、 の 住 に 住する が、 電話から 119 番通報しました。 

教 訓 等 

 この火災は、 ー が外れた状 で っていたため、 が ー 部分に し火災にな

っています。 ー 部分の は により なりますが、 900 まで するものもあ

り、 物が すると えてしまいますので、 ー が外れた電 ス ー を 用するの

は、 にやめましょう。 

また、 け や えやすい 物が電 ス ー の くに置いてあると、 ー 部分の

熱により 物が発火する もありますので、 が必要です。

 電 ス ー で を る際は、 で正しい い をよく確認しましょう。 

写真 17-3 ス の状況 写真 17-4 した の状況
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18 防 等
 

事例 「 器の 用していた防 に り 大 防い 火災」 

出火時分  月 14 時ごろ 

用 途 等   

被害状況  防 ー 、防 １ 焼損 

概  要 

この火災は、 建 建物 階の 外

から出火したものです。 

出火原因は、作業員が 階 で

を に ー 、 生していた防

ー に 器の火 が ったことで 火し出火

したものです。作業員が ー に 生してい

た防 ー から煙が出ているのを発見しました。

作業員は、 任者 、さらに 任者か

ら 長 し、 長が 電話で 119 番

通報しています。 

作業員は他の作業員と し建物内に防 ー

を建物内に 込み、消火用に 備していた

器の をかけ初期消火しました。 

教 訓 等 

この火災では、電 器で 作業 に出火し 

ました。 め消火用の を 備し、 による火  

が しないよう防 ー で を 生した で 

作業を行っています。防 ー が防 物 であっ 

たこと、用 していた消火用 を 用しすぐに初期消火できたことが火災の拡大を防

いでいます。 

の建 物で 用する 用 ー は防 を する防 物 を 用しなければなり

ません。防 とは初期火災の際に ー 等に え っても れ自 が延焼拡大の要因とな

らない の 焼 をいい、火災の 長を し、消火 避難の時間をできる け長く確

保するために 維等に必要とされる をいいます。 

では 等火 が出る作業も く、 に 物があり一 火すれば く間に延

焼する もあります。 の状況の と入 な火災 防のための 備が必 です。また、

火災のように、防 物 は火災の初期 階では火災の発生を防 し、延焼拡大を防 するこ

とが期 できることから な防火 として です。 

写真 18-2 防 の 状況

写真 18-1 用した 器の状況
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事例  「 ー し出火した火災」 

 

出火時分  12 月 時ごろ 

用 途 等  同  防火造 2/0 延 100 ㎡ 

防火管理  非該当 

被害状況  建物 や１棟 １ 、 、カー ッ 焼損   

概  要 

この火災は、 同 の１階 室から出火したものです。 

出火原因は、 者がカー ールにか ていた が スス ー の上に 下し、出火

したものです。 

者は 後、 スス ー を 火し、 で を っていたところ、 いにおい

がしました。周囲を確認すると、 スス ー の上に ていた が を上 ているのを発

見したため、 で いて消火をしています。 

通報は、 者が に 後、自分の 電話で 消防 へ通報しています。 

なお、 用火災 報 は煙の が なかったため、作動 知 するまでに りませ で

した。 

教 訓 等 

 この火災は、 者が に 動したあとカー ールに るされていた が スス

ー の上に 下し出火しています。カー ールや長 に をか ているときは、 の

周囲や 下でス ー などの 具を使用するのはやめまし 。 

 

 

 

写真 -  出火室の 状況 

 

写真 -2 ー の 状況 
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事例２ 「 用火災 報器の が れていた が した火災」 

 

出火時分  12 月 18 時ごろ 

用 途 等  住宅 防火造 3/0 延 100 ㎡ 

被害状況  建物 焼１棟 37 ㎡等焼損 者１人 

概  要 

 この火災は、住宅 階の から出火したものです。 

 出火原因は、完全に消えていなかったたばこの い が の に 火し、出火した

ものです。 

出火建物付 を 行 の の同 者が外を めていると、 から い煙と火が出ているの

を発見したため、 者に伝えました。 者は を付 の に めて を見に行くと

火が き していたため、自 の 電話で 119 番通報しています。 

火 者は から消防 により されましたが、 が確認されました。 

教 訓 等 

 この火災は、 人 らしの住宅から出火した火災で、たばこの不 が原因で出火して

います。この住宅の には住宅用火災 報器（ 下 住 器 という。）は設置されていませ

んでした。また、１階 に設置されていた複合 住 器（ ス複合・熱 ）は、電 プ が

付 から外れているのが確認されています。なお、外れていた理 は 定できませ

んでした。住 器は火災を早期発見できるとともに 報 が にも火災発生を知らせること

ができます。被害を にするために の設置基 に基づき適 な に 付けることが

要です。 

また、住 器の維持管理 法は によって なりますので でよく確認しましょ

う。 

 

 

写真 19-4 れてい の状況 

 

写真 19-3 の 型 器の 

設 状況 
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20 飲食店 

２  

 

事例  「 の に かれた から出火した火災」 

 

出火時分  月 22 時ごろ 

用 途 等  複合用途（飲食店・物 店等） 耐火造（100 ） 延 100,000 ㎡  

防火管理  該当選任あり 消防計画あり 

被害状況  建物ぼや１棟 プ １ 焼損 

概  要 

この火災は、複合用途建物 階の飲食店客席から出火したものです。 

出火原因は、客席の ー に置かれていた プ が店外から入ってきた に られ、

同 ー の 付 に置かれていた の に し出火したものです。 

食 を えた客を見 っていた店長は、店外から入ってきた により、 ばされた プ

が の に し、 えるのを発見したため、 えていた プ を に

とし、 みつけて消火しています。 の 、店舗に する防災 ー し、 け付

けた防災 ーの 備員は を確認 、防災 ーの 電話から119番通報をしまし

た。 

教 訓 等 

この火災は、店内に が入り込み 発的に発生していますが、 のように さな

でも、 などの 物が すると に 火してしまうものであり、火災の があるこ

とを認 しましょう。 

から 用していると、 と管理がおろ かになりがちですが、ろう くなどの 火は

なものであることを認 し、管理することが 要です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真 20-1 の状況         写真 20-2 した  
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事例２ 「 店から出火した火災」 

 

出火時分  月 19 時ごろ 

用 途 等  複合用途建物（飲食店・ の他の 業 等） 耐火造 3/1 延 500 ㎡ 

防火管理  該当選任あり 消防計画あり  

被害状況  建物ぼや１棟 焼損  

概  要 

 この火災は、複合用途建物１階の焼 店客席から出火したものです。 

 出火原因は、 用客が 火 で200 の を一 に 理したところ、火がつい

た の が の き に い込まれ、 内に付 していた かすに 火

し、出火したものです。 

用客が、 を焼いていたところ、 ー という とともに が ち がり、

部分の が くなり が出 めたため、 に火災を知らせました。 

の 用客は、火 と われ を見ると、 が くなっていたため、自分の 電

話で119番通報を行いました。 

火災に が付いた焼 店店長は店舗に設置してある消火器 を し、 の えている

に かい初期消火を実施しています。 

また、初期消火実施 に従業員の により 用客は全員 外 避難を実施し、焼 店店長

により 階の避難状況の確認も実施されました。 

教 訓 等 

 焼 店に設置されている は、定期的に しないと内部に かすが し が入り込

と内部の かすに に 火してしまいます。 

 の入 には防火 ーが設置されていますが、 不 等により正常に作動せず、

火の が い込まれ防火 ーを通過してしまうこともあります。 

 内での火災を防ぐためにも定期的な を実施することが大 です。 

 また、従業員等により初期消火や避難 を適 に実施することにより、被害の軽減を る

ことができます。 から自 消防 の実施等、火災に備えておくことも 要です。 

 

 

 

 

 

 

写真 20-3 店 の状況       写真 20-4 した          写真 20-5 の状況 

の状況 
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2  等 

 

 

事例  「 内から出火した火災」 

 

出火時分  １月 20 時ごろ 

用 途 等  用 建物 物 同  耐火造 4/0 延 00 ㎡ 

防火管理  該当選任あり 消防計画あり 

被害状況  建物 や１棟 電 、 ル 焼損 

概  要 

この火災は、１階物 の出入 付近に設置された ー スス ースから出火したも

のです。 

出火原因は、 の が 入した ル を のまま電 に入れて

したため、電 の ロ が に まれている ル に して放電し、出

火したものです。 

内で作 をしていた 員は、 担当の 員に 電 から煙が出はじめた と、

知らされたため確認すると、電 のス ッ は切れていたが 内から煙が出ていたので

を の を でつか で り出しました。 

の後、煙等が出ていないのを確認し、 の固定電話で 119 番通報しました。 

教 訓 等 

この火災は、本 は された では電 で使用できないものを められると 認

していたために発生しています。 

物 では、 な が れることから使用上の 事 等を に し して

もら ことが大切です。 

また、 では の方も く 用されていることから、 本 の でなく な

どの での や を 用し火災 防に めまし 。 

 

 

 

 

 

 

 

写真 2 -  の状況 写真 2 -2 内の状況 

 

写真 2 -  した 
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事例２ 「 用 したた 出火した火災」 

 

出火時分  １月 20 時ごろ 

用 途 等  物  耐火造 /1 延 1,200 ㎡ 

防火管理  該当選任あり 消防計画あり 

被害状況  建物 や１棟 非常用 １ 、 ール 等焼損 

概  要 

この火災は、 の を置いている３階の から出火したものです。 

出火原因は、建物の電 を 電させて、非常用 の 作 を実施していたところ、非常

用 に の ール が していたため、非常用 に使 れている ロ

の放 により ールが され、発火し出火したものです。 

員が 備中に、 さに が付き、 の を置いている を確認したとこ

ろ、 み上 られていた ール が 付近の非常用 と し、煙が出ているの

を発見しました。 員は、煙が出ている ール と を屋 へ 送し、水 で

水を入れた に して消火しました。 の後、 長に報 をして、報 を受 た 長は、

本 へ 後、 の固定電話で 消防 へ通報しました。 

教 訓 等 

この火災は、通常時には使用しない非常用 部分から出火しています。通常時には使用さ

れないことから、 の収 を するあまり非常用 部分の さまで み上 てしまった

と れます。普段は使用しない設備であるからと、 には に設備がどのよ な

でついているのかを ることが です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真 2 -4 の状況   写真 2 -5 用 の状況  写真 2 -  した状況 
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事例  「 の 火された火災」 

 

出火時分  月 時ごろ 

用 途 等   耐火造 9/1 延 1,000 ㎡ 

防火管理  該当 選任あり 消防計画あり 

被害状況  建物ぼや１棟 け １ 等焼損 

概  要 

この火災は、 階の から出火したものです。 

出火原因は、 客が で ーを 用し に 火したことによるものです。 

行 者は、 火する に体 不 を え 119 番通報し、 に 火に んでおり、 に

した 急 により火災を確認したものです。 

教 訓 等 

には な 客が れており、 な理 から火災が発生する れがあります。 

火災が発生した際には、 やかに 119 番通報を行い、適 に初期消火 避難 を実施す

ることにより被害の拡大防 が れます。 

自 消防 等を実施し、 常時に備えておくことが大 です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    写真 22-1 の状況         写真 22-2 の 状況 
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事例２ 「 室の から出火した火災」 

 

出火時分  ５月 11 時ごろ 

用 途 等  ホ ル 耐火造 12/1 延 4,000 ㎡ 

防火管理  該当 選任あり 消防計画あり 

被害状況  建物 や１棟 、ごみ １ 焼損 

概  要 

この火災は、ホ ル２階の 室から出火したものです。 

出火原因は、 が 煙室にも ら 煙し、 室内のごみ へ てたことによりごみ

内にあったごみく にたばこの火 が 火し出火したものです。 

発見は、 室を清掃しよ とした 員が、入室した に 室内で いにおいを

じ、においの を すとベッ のごみ が焼損し しているのを発見しました。 

 火災を発見した 員はホ ル ロ に火災の事実を知らせ、火災を確認した別の 員

により 119 番通報がされました。 

教 訓 等 

ホ ルの 室は 員の が きにくい場所であり、ホ ル が 切に していても、

さま まな 因による火災の危険が でいます。 

火災に る 因を事 に くすことや、 が 火災になってしまった場 に早期発見できる

を 、 な通報及び初期消火方法を確認しておくことが被害の拡大防止につながりま

す。 

また、 員に ら に対しても、出火防止について をすることやホ ル内

のルールについて教 することも大切です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真 22-  室の状況   写真 22-4 の状況   写真 22-5 の状況 
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事例  「 用 ガス から出火した火災」 

出火時分  月 11 時ごろ 

用 途 等  複合用途 耐火造 13/0 延 9,000 ㎡ 

防火管理  該当選任あり 消防計画あり 

被害状況  建物部分焼１棟 内 １㎡、 じん １ 、 ス ー ー １ 、電動

ー ー 、 物若干焼損 

概  要 

この火災は、 の から出火したものです。 

 出火原因は、 に 用する ス ー ー が点火状 であることに づかず

に作業 に置いてしまったことから、 の 物に 火し出火したものです。 

 は を作 する作業のため にて ス ー ー を 用し材

を めようとしましたが、点火しなかったので作業 に置き、 の ス ー ー を

用しました。 の 、 で 者の を行っていたところ から という大

きな が こえたので、 の を けたところ、作業 に 40cm ぐらいの を発見

しました。 

 実際には ス ー ー は点火状 であったものと 定されます。 

 火災を発見した は建物の管理人 に知らせに行き、管理人とともに管理人 と共用

下の消火器を 用して消火しました。 

 なお、出火時 であった 者が避難の際 119 番通報しています。 

教 訓 等  

 この火災は ス ー ー が 火していないと い いをしてしまったことから、

って 物の に置いてしまい出火したものです。火 器具は 用を れば に 火し

てしまうことから、 用の際は の を うようにしましょう。 

写真 23-1 作 の状況 写真 23-2 ガス  
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事例２ 「 の から出火した火災」 

 

出火時分  月 12 時ごろ 

用 途 等  複合用途 耐火造 10/2 延 5,000 ㎡ 

防火管理  該当選任あり 消防計画あり 

被害状況  建物ぼや１棟 ー プ１基、 若干焼損 

概  要 

この火災は、 の から出火したものです。 

 出火原因は、 で 用していた ー プが過 状 で 用されていたことから、

ー プの ー が し出火したものです。 

 ー プの 電 が 1,500 のところに、 大電 1,100 の電 大電

700 の電 が されていたことから、過電 状 になり ー が発熱し出火した

ものです。 

の 員は で 食をとるため電 を 用して 当を めていたところ、 ー

プの から火 が出て、 の に 火し が ち がるのを発見しました。 

火災を発見した 員は で をはたき消 うとしましたが、消えなかったため 消火器１

を し、初期消火を実施しました。 

教 訓 等  

 この火災は 電 を えて電 器具を 用していたことが原因で発生したものです。 

ー プが えるからといって の電 器具を せず、 用器具の を

よく んで、 する電 器具の 内か確認しましょう。 

また、 器具は長期に 用するうちに知らずに している があります。 用に

がなくても、日 からこまめな点検を実施し、 しているものについては するよう

にしましょう。 

 なお、 では入 者等が いるため、火災が発生すると 大な被害が生じるお れが

あります。 に する 員は にかかわらず、このことを に置き、電 器具を適

に り うようにしましょう。 

 

 

 

 

 

 

写真 23-3 状況 

 

写真 23-4 した  
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事例  「大 の から出火した火災」 

出火時分  11 月 17 時ごろ 

用 途 等  大  耐火造 7/0 延 10,000 ㎡ 

防火管理  該当選任あり 消防計画あり 

被害状況  建物ぼや１棟 定 焼損 

要概

この火災は、大 の実 から出火したものです。 

出火原因は、 時 が実 に 設置されていた定 で、プ ス の

プ等を させる際に、設定 と ー を いしたために、 内 が

し、定 内部に入れたプ ス の プが過熱され出火したものです。 

時 は、実 で定 の電 を入れ、 で10分 作業をした 、実 に

戻ると臭 を感じたため、 の定 を けると白煙 火 を確認し、 ちに、実

内と 下に設置してある消火器を 用し初期消火を行いました。 

守 にいた 備員は自動火災報知設備の発報を確認したため、 で発報 を 定し、

全 を実施。 の 、実 で火災を確認し、守 に火災の 実を伝え、守 から 119

番通報が行われました。 

教 訓 等 

大 等に設置されている器具は、 用 や 用 法が かく定められていることがあり、

時に されている人などは、 用しない器具等を 作する 合、定められた や

法を確認してから 用することが大 です。また、 から万が一に備え消火器具等の設置

置を しておくことで、被害を えることにつながります。 

写真 24-1     写真 24-2      写真 24-3  

の状況             の            の ２ 
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事例２ 「学校の教室から出火した火災」 

 

出火時分  ５月 ８時ごろ 

用 途 等  中学校 耐火造 4/0 延 4,000 ㎡ 

防火管理  該当選任あり 消防計画あり 

被害状況  建物部分焼１棟 10 ㎡等焼損 

概  要  

この火災は、中学校の教室から出火したものです。 

出火原因については、何者かが何らかの発火源を用いて、清掃用具用ロッカー内にある収容

物に放火したものです。 

職員室にいた教員は、自動火災報知設備のベルが鳴ったのを聞き、廊下に出てみると、上部

の窓から火煙が噴出しているのを発見したため、職員室にいた他の教員に火災の発生を知らせ

ました。火災を発見した教員は同僚２名と協力して、屋内消火栓から消火ホースを伸ばし、放

水を実施しました。また、別の階にいた教員は、自動火災報知設備が作動したため職員室の受

信盤を確認し、出火場所を周囲に大声で知らせました。知らせを聞いた教員３人は、出火箇所

付近の屋内消火栓から消火ホースを伸ばし放水しました。学校長と副校長は、自動火災報知設

備のベルが鳴動したのを聞き、主事室の副受信盤で出火場所を確認した後、全館放送で避難を

命じるとともに、固定電話から 119 番通報しました。 

教 訓 等  

この火災は、何者かが放火したことにより、出火しています。不特定の者を校内へ侵入させ

ないなどの対策を図ることが大切です。 

教職員は常に消火設備の設置位置及び使用方法を把握しておくことにより、早期の初期消火

が可能となります。また、普段から非常時に何を実施するのかを把握しておくことで、役割の

分担ができ、人命危険の軽減や被害の拡大防止につながっていきます。 

本事例は、火災発見からの初期消火及び避難誘導、通報がよどみなく実施されたため被害の

拡大防止に成功しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真 24-4 教室内の状況           写真 24-5 ロッカーの状況 
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事例 「 理 設から出火した火災」 

 

出火時分  月 11 時ごろ 

用 途 等  作業  耐火造 1/0 延 400 ㎡ 

防火管理  該当 

被害状況  建物全焼１棟 部分焼 棟 ぼや１棟 計 棟 400 ㎡等焼損 

 

概  要 

この火災は、 物 理施設の作業 から出火

したものです。 

出火原因は、 で 物を 理していた際

に って電 が っていた

が 入、 されたため、 内部で し

物に 火し出火したものです。 

建物内で作業をしていた作業員は、 の

入 から煙が出ているのを発見すると同時に、同

も に付 設置されている

付 から が出ているのを発見しました。 

発見者は、他の作業員と に を み

の 物 入 から複 をかけましたが消

火できませんでした。 

通報は、消火ができなかった作業員が自 の

電話から119番通報しています。 

教 訓 等  

この火災は、 してきた 物の 理 に電

の した が 入して

いたことにより発生しています。 

物の 、 は 内の 自 体が行って

います。また、 、 されたごみは 物 理

施設 と められて、 理されています。ごみを

てるときの分 法や 法を守ることで、こ

のような火災は防ぐことができます。 

分 法や 法は、住んでいる自 体ごと

で なりますので、 ー ー や地 の ・

管部 などで確認しましょう。 

 

写真 25-1 作 の状況 

 

写真 25-2 の状況 

 

写真 25-3 の状況 
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事例 「 の から出火した火災」 

 

出火時分  月 13 時ごろ 

用 途 等   耐火造 5/0 延 100 ㎡ 

防火管理  該当 

被害状況  建物ぼや１棟 １焼損 

概  要 

この火災は、 の から出火したものです。 

出火原因は、50 間 された状 で を 用し けた 、

内の により発熱し、出火したものです。 

従業員が で 物を 理 、 の から白煙が っているのを発見し、 づ

くと、 の から白煙が出ているのを発見しました。 の 、 戻り の従業員に

火災発生を伝え、 の固定電話から 119 番通報をしています。火災を知らされた従業員は、

内 に設置された 作 内の 作ス と ー を れ れ にして初期消火

を実施しました。 

教 訓 等 

は一 的な電 器と い、 自体が動かなくなるな

どの 状がみられないため、 や の が見分けづらいものです。 

また、 の 器を 用していなくても ー を しない り電 が常時

されていることから、いつ出火するかわからず、 業日や 間、早 などに発生した 合、人

、延焼拡大 があります。10 の長期間 用している は、定

期的な点検の実施と計画的な を行っていくことが 要です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真 26-1 の状況    写真 26-2 作 の状況     写真 26-3  

の 状況 
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事例 「 の から出火した火災」 

出火時分  ５月 時分不  

用 途 等  複合用途（ ・ 等） 

耐火造 （100 ） 延 20,000 ㎡ 

防火管理  該当選任あり 消防計画あり

被害状況  建物ぼや１棟 

ー プ１基等焼損 

概  要 

この火災は、複合用途建物の 階 の

から出火したものです。 

出火原因は、 に されて

いた ー プの ー が の

に まれた状 で目 し用の ー を

いて、人が通行したため、 ー の被 が損 し

出した と が し地 して出火した

ものです。 

を 用していた 員が

付 から火 が出ているのを発見し、 に

報 しました。

通報は、発見した 員の から を け

た建物管理ス が、焼損している ー

プを確認し、業 用の 電話から 119 番

通報しています。

教 訓 等 

ー プを で 用す

るときは、 ー がずれて で み込まないよ

うに 用しましょう。 に目 し

用の ー を くと、 用者は が

あることに 付かず、 みつけてしまう があ

るので が必要です。 

写真 27-2 目 し 
された の状況 

写真 27-1 の状況

写真 27-3 の 状況 
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事例 「有 の 理 から出火し、 な 報、 な 火がなされなかった火災」 

 

出火時分  11 月 時ごろ 

用 途 等  人 ー （要 者入 ） 耐火造 4/0 延 2,000 ㎡ 

防火管理  該当選任あり 消防計画あり 

被害状況  建物ぼや１棟 内 若干、食用 若干焼損 

概  要 

 この火災は、 人 ー １階の 理 から出火したものです。 

出火原因は、施設 員が 食の仕込みのため 鍋に を入れ、大 スこんろで 熱した

まま の を離れ で をしていたため、時間の経過とともに が過熱され出火したもの

です。 員が 理 に戻ると 鍋から が 付 まで ち がっているのを発見しました。

火災を発見した 員 は に消火器を確認できなかったため に らした や

を鍋に被せましたが は まりませんでした。 の スプ ー設備が作動し、作動と同

時に け付けた防火管理者が持 した 消火器で消火し は まりました。また、自動火災

報知設備の感知器が発報したことを で確認した 員が火災通報 置の通報 を

下し通報に っています。自動火災報知設備の地 置が全 一 動したことで

の 員は 常を 知し れ れ の状況を確認すると、 の外に煙が見えたことから入

者を れ れの 避難 し、煙が入らないよう を閉め するよう しています。 

教 訓 等 

 この 物では防火管理者が常 しており、定期的な自 消防 も実施されていました。

しかし、自動火災報知設備が発報する に施設 員が火災を発見したにもかかわらず、 に

火災発生を知らせるなどの な や通報がなされず、また消火器具の設置 置がわからず

れた 等を被せ消火を みるなど する がある行動を っていました。被害を

に めるためには施設 員が した な自 消防活動が められます。また、自 避

難 難者がいる施設であることから避難についても外 避難 を促す けでなく出火 画

外の安全な防火 画 に避難 することを する必要もあるでしょう。出火階 外

の では 避難 を えた 、 を け

煙を実施し ス をして煙を わないようにするな

ど具体的な を行い入 者の安全を っています。

要 者が く 用者の が される施設では

員による具体的な と な が不 です。防

火管理者が となり、日 から 員間で 通を

るとともに、実 的な自 消防 等を り し実

施し防災 に防災行動 の に努めましょう。 

 

写真 28-1 大型ガスこんろの状況 
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写真 29-2 した  

 

写真 29-1  
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事例  「 の から出火した火災」 

 

出火時分  ５月 22 時  

用 途 等  外 定 物  

防火管理  該当 

被害状況  くず 焼損 

概  要   

この火災は、 外の 定 物 で の くずから出火したものです。 

出火原因は、 を作るため みされていた くずの発 が ん ことから発 熱が生じ、

の熱が されたため内部の が して発火し、 くずに 火して出火したものです。 

なお、 みされた くずは通常 定 により発 が管理されていましたが、

であり、維持管理がされていませんでした。 

のため 定 物 を れた 備員は、 地内に みされた くずから白煙

と火の が がっているのを発見しました。 

備員は くの作業 に置いてあった 消火器１ と の をかけて初期消火

を実施しましたが、消火することができず、持っていた 電話で 119 番通報をしました。 

教 訓 等 

 一定の を える 定 物の いについては による基 が適用されます。基

に適合した いを 守するとともに、作業 任者は、従業員に して 定 物の

出火防 に した維持管理を徹底させるようにしましょう。 
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写真 29-5 帯電測定の状況 

 

写真 29-4 給油口に付着した煤 

 

写真 29-3 防犯カメラの映像 

事例２ 「給油取扱所内において静電気でガソリンに引火した火災」 

 

出火時分  12 月 20 時頃 

用 途 等  給油取扱所の給油空地内 

防火管理  該当 保安監督者選任あり 

被害状況  ガソリン若干焼損 

概  要   

この火災は、給油取扱所の給油空地から出火したものです。 

出火原因は、セルフ式の給油取扱所で給油を実施した利用客に静電気が帯電していたことか

ら、発生した静電スパークにより滞留していたガソリンの可燃性蒸気に引火し出火したもので

す。 

セルフ式の給油取扱所で給油を実施した利用客は車を発進させようとしたところ別の利用

客からキャップの閉め忘れを指摘されたことから、給油口側へ戻りキャップを閉めようとした

ところ給油口付近から炎が立ち上がりました。 

火災を発見した利用客は従業員に知らせ、知らせを受けた従業員は給油取扱所内の消火器を

使用して初期消火を実施しました。 

教 訓 等 

 自動車等に使用されるガソリンは揮発

性が高く、真冬の時期でも引火危険のあ

る可燃性蒸気が発生します。また、空気

と混ざった可燃性蒸気は静電気などの小

さな火源でも引火してしまうことから注

意が必要です。セルフ式給油取扱所を利

用するときは静電気除去パッドに触れる

などの帯電防止措置を必ず実施するよう

にしましょう。 
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事例 「 の の から出火した火災」

出火時分  月 19 時ごろ 

用 途 等  通 物  

被害状況  ぼや 若干焼損 

概 要

 この火災は、 を 行 に

の から出火したものです。 

出火原因は、 管内に まった が

の スにより発火し火の となり、

管出 や 管の 損部分から し、

の に 火し出火したものです。

は、 を 行 、 してき

た の の から が えている

と知らせを けたため、 に を さ

せ確認すると、 下部が えていたことか

ら、 くに設置されていた 常電話で通報し

ました。 の 、 は を 、 が

出ていた の を き消 うとしました

が消火できませんでした。 

教 訓 等 

出火した は、 の 物 で、

検は 12 に れており、 ー ーによる

理 は 19 が でした。 

は、 業者が ー にて

したもので、 外に 出するため、

ーの 付を け、 を 行 でした。

出火した は、20 検を け

ておらず、 のような でも、 ー

により一時的に を 行できることから、

には目 で 点検を実施するととも

に、過 の 備点検状況について必ず確認す

る必要があります。 

写真 30-1 の 状況 

写真 30-2 管の状況 

写真 30-3 からの の 出状況 

 

管 

管 分 

 

から 
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事例  「 の から出火し、ス 設備が作動した火災」 

 

出火時分  ５月 時ごろ 

用 途 等  共同住宅  耐火造 30/1 延 30,000 ㎡ 

防火管理  該当選任あり 消防計画あり 統括防火管理者選任あり 

被害状況  建物ぼや１棟 若干、 ー 若干、 等焼損   

概  要 

 この火災は、共同住宅 22 階の から出火したも

のです。 

出火原因は、 住者が に てた完全に消しき

れてないたばこの い を が まったごみ に

てたため、 焼を したのち、ごみくずに

火し出火したものです。 

建物管理人が自動火災報知設備の が 22 階出

火 の を確認したことから の管理人を に

かわせました。 け付けた管理人が 22 階を確認す

ると、住 の で焦げ臭いにおいを確認しました。

ー を すも がなく、住 は施 されてい

たため、 の 管理人 に している管理人に伝え

ました。管理人 に していた管理人は 設備を

活用し全 一 で確認 であることを伝え えると

スプ ー設備の作動 を確認しました。 の

に かった管理人の を け 全 一

で をいれたのち、管理人 の固定電話で 119 番通

報しています。スプ ー設備が に作動し 等が若干焼損したのみで消火に ってい

ます。 

教 訓 等 

この火災では管理人が 設備を活用し適 火災の状況を建物住 に伝えていたことから安

に避難行動を らせることもなくけが人も発生しませんでした。しかし、スプ ー設

備が に作動し 火状 となったにもかかわらず を閉めるなどの 置を じなか

ったため長時間 となり下階の にわたり 損が発生しています。建物管理者等は設置

されている消防用設備等を 知し、火災が発生し設備が作動した際に火災の拡大のみならず

損などの 的被害も に めなければなりません。管理者任せではなく、 住者等

が自 消防 等の を え消防用設備等の設置状況や い 法を確認しましょう。 

 

写真 31-1 出火 の状況 

 

写真 31-2 ス の作動状況 
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事例２ 「飲食店の厨房から出火し、自動火災報知設備の感知器に目張りがされていたため有

効に作動しなかった火災」

出火時分 ５月 23 時ごろ

用 途 等 複合用途（飲食店・共同住宅） 耐火造 8/1 延 400 ㎡

防火管理 該当選任あり 消防計画あり 統括防火管理者選任あり

被害状況 建物ぼや１棟 寸胴鍋１、食材若干等焼損

概 要

この火災は、複合用途１階飲食店の厨房から出

火したものです。

出火原因は、店長がスープの仕込みをするため

に寸胴鍋に火をかけ、店を離れる際器具栓つまみ

を閉鎖したつもりが完全に閉まっておらず、火が

消えていなかったことにより時間の経過ととも

に寸胴鍋と内部の食材が過熱され出火したもの

です。

地下１階の飲食店従業員は店内で片付けをし

ていたところ焦げ臭いにおいを感じ、さらに白煙

が店内入ってきたため煙をたどり１階の店舗内

を確認すると白煙が充満しているのを発見しま

した。すぐに地下 1 階の店舗に戻り、固定電話か

ら 119 番通報しています。客席部分の煙感知器に

は目張りがされており、店舗全体に白煙が充満し

ていたにもかかわらず感知器は発報されません

でした。初期消火はされませんでしたが、他階の

店舗等はいずれも営業時間外であったこともあ

り避難もなくけが人も発生しませんでした。

教 訓 等

自動火災報知設備は火災による熱や煙を感知し、火災が発生したことを建物の関係者に伝え、

早期に消火行動や避難行動を促すことで、火災による被害を軽減するきっかけとなる設備です。

火災を感知する感知器に目張りなどしていれば火災が発生した際に早期に感知されず、避難が

遅れ被害が拡大することになりかねません。消防用設備等を法令に基づき適正に設置すること

はもちろんのこと、万が一の火災の際に正常に作動するために日ごろから保守点検を行い、維

持管理を徹底することが必要です。建物関係者等は法令で定められた定期的な設備点検を実施

し、不備があれば早急に是正するなど適正な設備維持に努め、建物の安全管理を徹底しましょ

う。

写真 31-3 覆われた感知器の状況

写真 31-4 大型ガスこんろと寸胴鍋の状況
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32 大 状況 

 

 

事例 「ス 設備の 用した 火が され、 に り 300

が した火災」 

 

出火時分  12 月 時ごろ 

用 途 等   耐火造 10/2 延 40,000 ㎡ 

防火管理  該当選任あり 消防計画あり 

被害状況  建物部分焼１棟 ㎡等焼損 

概  要 

 この火災は、 階の 理 から出火したものです。 

出火原因は、 理 内に設置された プ用の

が らかの要因で し内部 を こし出火した

ものです。 ースス ー で していた が ら

かの 報 が こえたため確認すると、 理 から 煙が

出し まで が ち がっているのを発見しました。防災

ー要員が消防用設備等 合 で 階 を、 の

火災報 の を確認したことから固定電話で 119 番通

報をしています。火災を発見した はスプ ー設

備の 栓を活用して初期消火を実施し、 は見えなく

なったものの 煙の 出が いていたことから消火を め、

入 者の避難 にあたりました。 階の け持ち 、

等 防災 ー要員が 分けして入 者の避難

を行い、 300 人を一人の 者も出すことな

く他の棟や 外など安全な 避難することができました。 

教 訓 等 

火災においては、 間 であった が 常を発見し、設置されている消防用設備

等を活用し初期消火を行っています。日 から自 消防 を ねていたことで消防用設備等

の設置 置や い 法を 知していたことが な初期消火に がったものと えられます。

また、 間の 体 で従業員が ないにもかかわらず防災 ー要員と し 安全な

避難 で 者を一人も出さず避難できたことも の が われたものと えられます。 

では自 で避難することができない入 者も いことから、火災が こった際には

かつ確実安全な避難、被害を にとどめる く消防用設備等を 活用した初期消火

に早期な通報を行うことが 要になります。定期的な自 消防 を させないために

な 合を 定した実 的な を り し、消防計画どおりの ができるよう従業員

自が防火管理 の に努めましょう。 

 

写真 32-1 理 の状況 

 

写真 32-2 の状況 
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